
令和６年度  第２回 川崎市社会教育委員会議・中原市民館専門部会 

 

                       日 時 令和６年１０月１日（火） 

                         １４時００分～ 

                       会 場 中原市民館 グループ室 

 

次 第 

１ 開会 

２ 部会長あいさつ 

３ 館長あいさつ 

４ 資料確認 

５ 議事 

（１） 報告事項 

ア 令和６年度第１回専門部会の摘録（案）について 

イ 市民館の管理運営について 

ウ 市民館の社会教育振興事業について 

エ 市民館の指定管理業務移行に係る手続き等の進捗状況について  

オ 中原市民館ＥＸＰＯ２０２４の開催結果について   

カ その他   

（２）協議事項 

ア 令和６・７年度の調査審議について 

イ その他 

７  その他 

（１） 次回（第３回）専門部会の日程について 

（２） その他 

８ 閉会 
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   資料 ４ 川崎市中原市民館の指定管理予定者の選定結果について 

   資料 ５ 中原市民館ＥＸＰＯ２０２４の開催結果について（報告） 

   資料 ６ 川崎市社会教育委員会議中原市民館専門部会委員名簿 
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令和６年度 第１回川崎市社会教育委員会議・中原市民館専門部会 会議摘録（案） 

 

【日 時】 令和６年７月２６日（金）１４時３０分から１６時まで 

【会 場】 中原市民館１階グループ室 

【出席者】 川﨑委員、日吉委員、赤野委員、五十嵐委員、木村委員、山田委員、山本委員 

【欠席者】 安藤委員 

【事務局】 福田館長、船津課長補佐、大久保係長、中島職員 

【傍聴者】 ５人 

 

専門部会の委員８人中７人が出席し、委員の過半数を満たしており、部会は成立。 

 

〈資料〉 

 資料１ 中原市民館専門部会とは 

資料２ 令和６年度 中原市民館の管理運営について 

資料３ 令和６年度 中原市民館社会教育振興事業について 

資料４ 中原市民館指定管理者制度の導入について 

資料５ 川崎市社会教育委員会議中原市民館専門部会委員名簿 

参考資料 令和５年度第４回中原市民館専門部会摘録 

参考資料 令和６年度第２回中原市民館専門部会の開催候補日について（日程調整表） 

参考資料 令和５(2023)年度教育文化会館・市民館活動報告書 

 

１ 開会 

２  委嘱状伝達 

 出席委員７名に委嘱状を交付 

３ 館長あいさつ 

 福田館長から 

４ 専門部会委員紹介 

 各委員から氏名・所属団体の紹介 

５ 中原市民館職員紹介 

 廊下に待機していた職員も入室し紹介 

６ 資料確認 

 不足なし 

７ 専門部会についての概要説明 

 資料１に基づき説明 

８ 部会長・副部会長選出 

 部会長は川﨑委員、副部会長は日吉委員で決定 

資料１
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９ 部会長・副部会長あいさつ 

１０ 議事 

（１） 報告事項 

ア 市民館の管理運営について 

資料２について説明（船津課長補佐） 

山本委員） 実習室にモデル着替え等に使用できるパーティションを設置した経緯をお聞

きしたい。 

船津課長補佐） 要望があったため、他の部署からパーティションを譲り受け、再利用す

ることとしたもので、新品の購入はせずに配置をした。 

山本委員） 更衣室を作らないのか。ホールをダンスで使用している団体がトイレ内で着

替えている様子をよく見かけ、一般利用者にとっても迷惑ではないかと考え

る。女性だからといって許されるものではなく、また、男女差もなくなってい

る時代であるため、パーティションで済ませるのではなく、更衣室を作るべき

だと考える。 

船津課長補佐） 当初の設計上の問題で、現実的に更衣室を作るのはなかなか難しいた

め、現実的には代替案を検討したい。もし更衣室が作れるとしたら、館内

のどこに作れそうか、長年市民館にかかわっている委員の皆様から提案を

お願いしたい。 

山田委員） 指定管理者制度の導入を行うことは、市民館を運営する構成員が変わるとい

うことと同義か。 

船津課長補佐） 詳細は後ほど説明するが、川﨑市の職員に代わり、民間事業者が主体と

なって運営するスタイルになる。 

山田委員） 施設の名称は変わるのか。 

福田館長） 中原市民館という名称についての変更は予定されていない。 

 

イ 社会教育振興事業について 

資料３について説明（大久保係長） 

 船津課長補佐） 補足となるが、活動報告書の１３ページには中原市民館の利用状況など

が記載されているほか、対象年度の社会教育振興事業の成果も記載されて

いるため、後ほど御確認いただきたい。 

 

ウ 市民館の指定管理業務移行に係る手続き等の進捗状況について 

 資料４について説明（福田館長） 



3 
 

 木村委員） 現時点で想定されている社会教育振興事業の進め方フローの真ん中にある区

生涯学習支援部門のイメージはどのようなものか。 

 福田館長） 職員配置計画は未定であり、現時点では何とも言えない状況。 

 木村委員） 教育委員会事務局との関わり方はどうなるのか。 

 福田館長） 指定管理者との契約を進めているのは教育委員会事務局であるが、来年度以

降に事業のモニタリングを行うのは区の役目となる。 

 木村委員） 区との調整に加えて、教育委員会事務局との調整もあると大変だと考え質問

した。また、災害時の対応も憂慮しているが、どうなるのか。 

 福田館長） 中原市民館は帰宅困難者一時滞在施設であり、要配慮者優先施設に定められ

ている。災害時の対応については仕様書に記載されている。 

 

（２） 協議事項 

ア 令和６・７年度の調査審議テーマについて 

資料１の裏面の下部について説明（船津課長補佐）  

五十嵐委員） 学校で教育プランについての話し合いをしたばかりであり、その際に感じ

たことは、多様性、生きがい、ウェルビーイング、自分の居場所づくりを重

視する見方が増えたということだ。見通しの見えない社会で、主体的に地域

と関わる力を子どもに身につけてほしい。市民館のテーマとしては、ウェル

ビーイングという言葉はどうか。 

赤野委員） ＰＴＡも５０周年でテーマをウェルビーイングとしている。五十嵐委員に賛

成する。 

山田委員） 昨年度のテーマは「ふらっと立ち寄ろう中原市民館」であったが、若い人は

かわさき市民活動センターも中原市民館も知らず、市民館の知名度の低さを感

じる。市民館を有効利用してもらうためには、まずは知ってもらう必要がある

と考える。 

山本委員） ふれあいネットへの登録が個人単位となってから、サークル内で何人も予約

をして当選確率を上げるなど、モラルが低下したように感じる。旧市民館時代

は、２時間ごとに予約を取ることもできたが、ふれあいネットになってからは

午前、午後等の時間帯の中で分割ができなくなった。結果として利用できる人

がより制限されるようになった。「ふらっと立ち寄ろう中原市民館」の前に、シ

ステムの改良が最優先事項だと考える。 

木村委員） 指定管理者制度へ移行すれば、利用時間の変更が可能という教育委員会事務

局生涯学習推進課の発言があるが、果たして可能であるのか。 
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船津課長補佐） 指定管理者が提案できることになっている。 

山本委員） 何年も問題になっている利用時間の調整ができなければ、利便性も向上せ

ず、何をテーマにしたところで意味をなさない。 

日吉副部会長） これまで中原市民館の知名度を向上させるために様々なことをしてき

た。多くの利用者がいるが、年齢層が偏っているように感じる。通常、や

りたいことの情報を調べる時、インターネットで検索順位の高いものを見

る。中原市民館のホームページへアクセスすれば様々な情報が出てくる

が、そこまで探す人は少ないと思われる。やりたいことの情報を調べた

時、中原市民館で実施している事業の情報がすぐに目につくように広報が

できれば、知名度の向上につながるのではないか。テーマとしては、イメ

ージありきではなく、多様性が学べるなど、具体的に何ができるというこ

とを知ってもらうことが先ではないかと考える。 

木村委員） どの意見も大事にしたい。現実として指定管理者制度の導入は確定事項であ

り、指定管理者を外して考えることは困難である。一緒に市民の学びを作って

いけるように伴走したい。 

川﨑部会長） 時代の変化も加速している中、見てもらえる広報をどう行うのかは課題で

ある。皆で知恵を出し合っていきたい。 

イ その他 

  なし 

 

１１  その他 

（１）次回（第２回）専門部会の日程について 

 配布した資料に記載された候補日程で調整を図ったが決められなかったため、候補日程を追

加した表を後日あらためてメールで送信するので回答に御協力をお願いしたい。 

 

（２）その他 

 ８月２４日（土）の午後、中原市民館では「市民館ＥＸＰＯ２０２４」を「なかはらコアま

つり」と同日開催する。昨年度は専門部会委員も協力しており、今年度もぜひご協力いただき

たい。 

 

１２ 閉会 



令和６年度 中原市民館の管理運営について（９月現在） 

中原市民館の管理運営水準を適切に維持、向上する取組を実施しています。 

中原市民館の管理運営に係る課題 

１ 貸館利用に関して 

(1) 施設貸出備品の充実に努めること（継続） 

車椅子のフットレストを川崎基準認定品のスマートフットレストに交換する予定で

す。冷暖房使用時での併用又は空調停止時等に使用できる扇風機を新たに９台購入して

おり、必要に応じて貸出できるようにしました。また、帰宅困難者用の簡易トイレを２

００個配備しました。 

(2) インターネット回線の利用環境の整備に関すること。（完了） 

貸館利用者が使用できるインターネット回線の整備は令和５年度末までに全て完了

し、全ての室内、共用部において有線、無線によるひかり回線のインターネット接続が

利用できるようになっています。また、貸館利用者の利便性を高めるため、貸出用の無

線ルーター、ネットワークハブ、ＬＡＮケーブル、コンセント類も無償で貸出しできる

体制としています。 

(3) 快適な利用環境の創出に努めること（継続） 

９月８日に和室、児童室、料理室、実習室の系統である空調室外機のコンプレッサー

が故障し、これら４部屋内での冷房が使用できなくなり、その間、大型扇風機等により

廊下の空気を送り込む対策を実施しておりましたが、９月２５日に工事が完了し、冷房

が使用できるようになりました。その他、照明については、昨年度、舞台の特殊照明を

除く全ての照明のＬＥＤ照明への更新工事が完了しています。９月末までに体育室のロ

ールスクリーンのカーテンへの更新、１階風除室の排煙窓の機構改修を行いました。ま

た、年度末までに実習室の水栓の更新、視聴覚室の床タイルカーペットの更新、電話機

と電話交換機の更新を実施する予定です。 
 

２ 施設の管理運営に関して 

(1) 開館後１５年の経過に伴う設備の老朽化対策（継続） 

令和３年度からこれまで、あらゆる設備に係る予防保全的な保守や補修に４か年で取

り組み、また突発的な故障等についての対応についても速やかに実施してきました。そ

の結果、施設の長寿命化を図るための部品交換や設備更新等を除き、現時点で顕在化し

資料２



ている故障や老朽化への対策については全て完了しています。 

(2) 都市災害（水害）対策（継続） 

台風や豪雨等に伴う浸水対応のため、止水板をグループ室に配置し、いつでもメイン

出入口用に設置できるような配置と体制を整えています。また、２年前には追加で立体

駐車場用の止水板を購入しており、水害対策のさらなる強化を図っています。併せて毎

年１回以上、止水板の設置訓練も実施しています。 

(3) 利用率向上対策（継続） 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行してから、新型コロナウイルス感染症が発生

する前の平成３０年度以前と同等の利用率に戻っています。統計ではホールの利用率は

８０％台にもどり、体育室は９５％以上、視聴覚室、音楽室は８５％以上の利用率とな

っています。今後は指定管理に移行しますが、供用備品等の充実や中原市民館を活動拠

点として利用するグループへの活性化支援を図りながら、利用率向上に努めます。 

(4) 指定管理者の決定と業務引継ぎ（予定） 

令和７年４月１日からの指定管理業務への移行を予定しております。指定議案の議決

（指定管理者の指定の採決）については、１０月議会において行われる見通しで、その

後協定書の締結をする予定です。これまで培ってきた中原市民館の良いところを継承し

た上で、さらに新たな魅力を上乗せし、発展させていけるよう、協定書の締結完了後か

ら３月末日まで指定管理者への引継ぎを実施する予定です。１２月３日午前中には指定

管理者の同席のもと、中原市民館多目的ホールにおいて説明会を開催する予定で準備を

進めています。 
 

３ 中原市民館５０周年事業に関して 

(1) 開館５０周年記念写真展・動画展の開催（完了・一部継続中） 

これまでの中原市民館の歴史を写真と動画にして公開しました。 
写真展   ５月１６日から２３日まで１階ギャラリーにて開催済み 
動画上映会 ５月１８日（土）サブギャラリー前にて開催済み  
写真展示  常設・１階エントランスホール、サブギャラリー前又は２階共用部にて 

来年３月末まで予定 

(2) 中原市民館ＥＸＰＯ２０２４の開催（完了・一部継続中） 

市民館職員が関係する団体の協力を得て作り上げた企画の見本市。 
８月２４日（土）１６時から２０時 ホールを除くほぼ全館にて開催済み 
令和７年２月～３月には生涯学習交流集会等を予定 



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

識字学習活動
毎週火曜日午前（保育付き）

識字学習活動　※現在満員
毎週火曜日夜間

識字ボランティア研修
毎週火曜日午前（ボラ入門研修・保育付き）
夜間はブラッシュアップ研修予定

昼入門 昼入門 昼入門 昼入門

夜
ブラッ
シュ

障害者社会参加学習活動　ヤングジャンプセミ
ナー　毎月第３日曜日

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

平和人権男女（男女）
子育て世代のウェルビーイング夫婦講座（保育
付き）8/4～12/8

平和人権男女（平和）
２月土曜日午前実施予定

小学生・中学生・高校生対象事業
①わくわく絵本づくり講座 6/30～8/4
②じゃばらの紙でかんたん絵本を作ろう7/28～
8/18

シニアの社会参加支援事業
自分を歴史する　6/14～7/12

高齢者セミナー
①シニア講演会「街」歩き講座　9/24
②いつまでも楽しく健康で居続けるには11/6～
11/27

家庭・地域教育学級（９月～）長期学級
みんな　元気に　わっはっは　　9/5～1/31

市民館保育活動（識字・主催・市民自主他）５
事業で実施（予定含む）

保育ボランティア研修
スマイリー＋プラス　7/4～11/7

各区家庭教育推進連絡会
第１回 6/28 実施済み

ＰＴＡ家庭教育学級講師派遣
適宣求めに応じて実施。学校だけでなく区Pの
「まなPフォーラム」など含む。

子育て支援啓発事業
ここちゃん広場・くるるん赤ちゃん広場

家庭教育支援講座（都度依頼）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

市民自主学級
１６ｍｍ映写機を使って地域で映画会を開こう
9/7～25/1/5

市民自主企画事業
音楽ワークショップ（音ワーク）7/26～8/22

３　市民学習・市民活動活性化学習事業

１　社会参加・共生推進学習事業

２　市民自治基礎学習事業

令和６年度　中原市民館社会教育振興事業について

資料３



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

市民自主企画事業
知ってみよう！やってみよう＠なかはら
①防災7/21～12/7
②公園緑地活用10/5～10/20
③子育て11/10～12/1

市民自主企画事業デジタルサポート支援事業
①支援者向け「LINEのあれこれ」「マップを使お
う」他月１回土曜開催
②サポーター養成講座
第１回　8/7～9/7　第２回　冬季予定

市民エンパワーメント研修
月１回から始めよう！地域ボランティア講座
2024(障害者社会参加学習活動ボランティア入
門講座）8/18～12/15

市民講師活用事業
子どもがはじめてであう絵本とその前に　5/9
～5/16

ＰＴＡ活動研修
各部会向けに実施

生涯学習交流集会
中原市民館EXPO①（8/24コアまつりと合同）
中原市民館EXPO②（各館展示）２月
中原市民館EXPO③（市民自主報告会等）３月

学習情報提供・学習相談事業

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

行政区・中学校区地域教育会議推進事業
子ども会議1/19、教育を語るつどい2/8他

課題別連携事業
①子育ておしゃべりなないろ
②子ども未来フェスタ
③文化協会との連携講座

学社融合推進事業
平間小学校SDGsフェスにブース出展（予定）
協力：16mm映写機の会

地域学習・文化団体連携推進事業（サークル
連絡会オープンキャンパス）11/20～

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

現代的課題学習事業
子どものスマホについて考える（仮・３月）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

刊行・広報活動（市民館・市政だより・HP他）

情報機器等整備（視聴覚機材貸出・整備）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

市制１００周年記念事業「手づくり絵本の作品
展」※中原市民館は11/1～11/4

市制１００周年記念事業　川崎ゆかりの作品
「あなたのイチ推し本」※展示は絵本展と同日

市制１００周年記念事業「謎走中」9/1～10/31
謎解きイベント及び抽選 11/10生田緑地で実施

７　その他

６　教育文化会館・市民館学習環境整備事業

５　現代的課題対応学習事業

４　市民・行政協働・ネットワーク学習事業

３　市民学習・市民活動活性化学習事業 （続き）
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中原市民館ＥＸＰＯ２０２４の開催結果について（報告） 

 
こすぎコアパークで同日に開催された「なかはらコアまつり」とのコラボイベ

ントとして、中原市民館５０周年記念事業「中原市民館 EXPO2024」を開催しま
した。本イベント名を EXPO とした理由は、「企画の見本市」として、市民団体
や市民館職員が考案したオリジナル企画を実施することにありました。例として
「１６ｍｍ映写機映写体験」、「バルーンアートワークショップ」、「市民館ストリ
ートピアノ」など、予約不要でその場で参加できて楽しめる企画をたくさん実施
しました。昨年同時期に実施したコラボイベントの来場人数の３倍以上である約
６６０名の方に御来場いただき、中原市民館５０周年に花を添えていただきまし
た。 
 
開催日：令和６年８月２４日（土）  
時間  ：13 時から 20 時まで 
場所  ：中原市民館全館 
来場者数：約６６０名（推計） 
 

 ※開催の様子 
  

中原市民館 管理担当 船津・振興係 大久保 
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川崎市社会教育委員会議中原市民館専門部会委員名簿 

（任期 令和６年５月１日から令和８年４月３０日まで） 

                                     
                          令和６年７月１日現在  

選出   

区分 氏    名 所    属 備考 

  １ 五十嵐
い が ら し

 礼子
れ い こ

 川崎市立平間小学校校長  

２ 安藤
あんどう

 均
ひとし

 中原区文化協会副会長  

２ 山
やま

本
もと

 順
じゅん

子
こ

 中原市民館サークル連絡会会長  

２ 川
かわ

﨑
さき

 眞喜子
ま き こ

 中原区地域教育会議議長  

２ 山
やま

田
だ

 美奈子
み な こ

 
中原区子ども会連合会文化部 

副部長・会計監査 
 

３ 日吉
ひ よ し

 のぞみ 市民委員  

４ 木村
き む ら

 利
り

惠
え

 明治大学兼任講師  

  ５ 赤野
あ か の

 寿子
と し こ

 中原区ＰＴＡ協議会書記  

 
 

〈選出区分〉 
１号 中原区内に設置された学校の長 
２号 中原区内の社会教育関係団体等から推薦された者 
３号 中原区内在住の社会教育に関する経験を有する市民 
４号 学識経験者 
５号 中原区内の家庭教育の向上に資する活動を行う者 
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